
わかりやすい財政のはなしわかりやすい財政のはなし

借入や返済の状況はどうなの？

平成２６年度の一般会計決算状況は、歳入決算額
１４６億４，１１７万円に対して、歳出決算額１３６億７，４
３８万円で、差し引き９億６，６７９万円となりました。こ
のうち、土木費などの財源として１，８６８万円を平成
２７年度に繰り越していますので、実質的な収入と支
出の差額は９億４，８１１万円となっています。
この決算額を前年度と比較すると、歳入で６億８，

９０６万円の増、歳出で６億２，９１１万円の増となっ
ています。

◆平成27年3月31日現在

◉人　口………………46,373人
◉世帯数………………18,239世帯

高浜市の借金時計って何？

会計別決算額

計算
方法

高浜市の借金時計
市民１人あたりの借金額は？

36万2,538円
（平成27年9月1日現在の高浜市の人口　46,584人）

平成27年11月1日

高浜市が抱える借金は、今どれくらい？

平成26年11月1日時点では37万8,102円でした。

一般会計
歳入 146億4,117万円

（前年比 4.9%増）

歳出 136億7,438万円
（前年比 4.8%増）

基礎数値

※一般・特別・企業会計を合計した数字です。

高浜市の歳入・歳出の決算総額

たかはまの決算報告

歳　出　　224億3,244万円
（前年比 4.9%増）

歳　入　　236億4,338万円
（前年比 4.8%増）

“高浜市の借金はどれくらいだろう？”という疑問
を解決するために、定期的に広報に借金の残高を
掲載しています。

一般会計における平成26年度の借入（市債）は3億
3,500万円、返済（公債費）は10億5,118万円とな
っています。（会計別決算額のグラフを参照）

（一般会計＋特別会計＋企業会計）の
　平成27年11月1日借入残高の合計

平成27年9月1日の人口

家計の収入・支出のように、市にも歳入・歳出があります。９月市議会定例会で平成２６年度の決算がすべて認定
されましたので、市民の皆さんが納めた税金などが、どのように使われたのかをお知らせします。

平成２６年度

◉市民の皆さんのために使われたお金

◉納めていただいた税金

◆１人あたり………18万8,673円
（前年比　8,246円の増）

◆１世帯あたり……47万9,704円
（前年比　15,504円の増）

◆１人あたり………48万3,739円
（前年比　20,957円の増）

◆１世帯あたり… 122万9,916円
（前年比　39,280円の増）

国県支出金（18.2％）
26億7,414万円

市税（59.8％）
87億4,932万円

歳入

歳出

地方交付税（1.6％）
2億2,982万円

市債（2.3％）
3億3,500万円

その他（18.1％）
26億5,289万円

民生費（41.5％）
56億7,111万円

総務費（13.0％）
17億7,363万円

衛生費（11.6％）
15億8,043万円

土木費（8.7％）
11億9,401万円

教育費（10.5％）
14億4,047万円

公債費（7.7％）
10億5,118万円

その他（7.0％）
9億6,355万円

6 広 報たかはま　H27.11.1

■ 市税の内訳 ■ 主要施策事業

財政悪化の早期発見・早期治療を行い、市が突然財政破綻してしまうことを防ぐため、財政の健全性を判断する
指標の公表が義務づけられています。なお、高浜市はいずれの指標も健全な状態です。

○早期健全化基準以上になると、財政健全化計画を策定するなど自主的な改善により財政の健全化を図ることになります。いわゆる、
財政破綻の一歩手前（イエローカード）の状態です。     
○財政再生基準以上になると、財政再生計画を策定するなど国の関与により財政の再生を図ることになります。いわゆる、財政破綻
（レッドカード）の状態です。 

市税収入は、前年度と比べると４億１，３２２万円の増
で、全体の８６．６％を市民税および固定資産税で占め
ています。市民税は、３億５，７５５万円の増、固定資産税
は、５，６４４万円の増となりました。

■ 財政力指数（０．９８）
「財政力指数」とは、標準的な行政サービスを行うの
に必要な財源を、どれだけ自力で調達できるかを表す
数値で、「１」を超えるほど財源に余裕があるとされて
います。
※愛知県内３８市中　高浜市は１４位の数値となっています。
（愛知県内３８市平均　０．９５）

●基本目標Ⅰ
みんなで考え みんなで汗かき みんなのまちを創ろう
・市庁舎あり方公募事業　　　　　　　　　　1,682万円
・アシタのたかはま研究事業　　　　　　　　　808万円

●基本目標Ⅱ
学び合い 力を合わせて 豊かな未来を育もう
・子育て世帯臨時特例給付金給付事業　　　　7,335万円
・ドラマ制作費補助金　　　　　　　　　　　　200万円

●基本目標Ⅲ
明日を生み出すエネルギー やる気を活かせるまちをつくろう
・地区計画決定図書作成業務委託・
企業再投資促進補助金　　　　　　　　　 1,700万円

・道路施設長寿命化対策　　　　　　　　　 6,336万円

●基本目標Ⅳ
いつも笑顔で健やかに つながり１００倍ひろげよう
・臨時福祉給付金給付事業　　　　　　　　 7,230万円
・認知症予防体制構築業務委託　　　　　　　　540万円

問合せ先　□市財務グループ　☎52－1111（内線306）
※詳しい情報は、市公式ホームページ（http://www.city.takahama.lg.jp）で閲覧できます。

その他（4.8％）4億2,039万円

都市計画税（8.6％）7億5,480万円

市民税（43.4％）
37億9,980万円

固定資産税（43.2％）
37億7,433万円
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財政健全化の状況報告

会計名

公共下水道事業

国民健康保険事業

歳入決算額

土地取得費

14億4,700万円（+13.3%）

24億8,811万円（+4.4%）

8,132万円（+14.5%）

7,359万円（+38.0%）

35億2,736万円（+0.1%）

公共駐車場事業

歳出決算額

介護保険

2,791万円（+35.9%）

3,026万円（+274.0%）

■特別会計

34億2,048万円（▲0.2%）

14億1,173万円（+14.6%）

後期高齢者医療 4億4,580万円（+6.0%） 4億3,915万円（+6.4%）

24億3,393万円（+10.4%）

■企業会計（水道企業会計）

収益的

区分

支出

収入

収入

支出

7億3,220万円（+3.4%）

8億6,005万円（+8.5%）

決算額

7,898万円（+0.8%）

2億6,240万円（▲18.7%）資本的

補てん財源 1億8,342万円（▲24.9%）

※「特別会計」は、特定の事業を行う場合に一般会計と区別して設置しています。

※「補てん財源」とは、企業会計内で留保されている資金であ
り、資本的収支の不足額を補てんする財源です。

※（　）内は前年比 ※（　）内は前年比
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財政再生基準 結果
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早期健全化基準

将来負担比率とは、家計でいえば、年収に対する将来見込まれ
る借金（全会計）の割合を示したものです。健全

実質公債費比率とは、家計でいえば、年収に対する年間の借金
返済額の割合を示したものです。

高浜市の比率

連結実質赤字比率とは、実質赤字比率を、公営企業会計を含
めた全会計に適用したものです。

実質赤字比率とは、一般会計などの黒字・赤字を判断する指標
で、家計でいえば、年収に対する赤字の割合を示したものです。

説　　　　　　明
実　　質
赤字比率

連結実質
赤字比率

指標

実質公債費
比　　率

―
(将来負担比率なし)

将来負担
比　　率 350.00%


